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一
　
ア
イ
ヌ
に
三
派
あ
り

本
邦
人
類
學
上
の
一
大
疑
問
た
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
は
、
ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
出
で

た
る
も
の
な
る
か
、
ア
イ
ヌ
に
は
蝦
夷
本
島
ア
イ
ヌ
、
樺
太
ア
イ
ヌ
、
北
千
島

ア
イ
ヌ
の
三
派
あ
り
て
、
此
三
派
は
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
就
き
語
る
所
一
樣
な
ら

ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
他
種
々
の
點
に
於
て
本
題
に
少
な
か
ら
ざ
る
關
係
あ
る

を
以
て
、
先
づ
此
三
派
に
就
き
て
略
述
す
る
の
必
要
あ
り
。

本
島
ア
イ
ヌ
は
、
現
今
北
海
道
本
島
及
び
南
千
島
な
る
國
後
、
擇
捉
の
二
島
に

住
居
す
る
も
の
に
し
て
、
和
人
に
接
し
其
の
感
化
を
受
け
た
る
こ
と
、
他
の
ア

イ
ヌ
に
比
す
れ
ば
最
も
早
き
も
の
と
す
、
其
の
人
口
は
文
化
の
頃
二
萬
四
千
餘

あ
り
し
も
、
漸
次
減
じ
て
今
は
一
萬
七
千
二
百
餘
に
過
ぎ
ず
、
樺
太
ア
イ
ヌ
は

樺
太
南
部
に
住
居
す
る
も
の
に
し
て
、
南
は
本
島
ア
イ
ヌ
、
北
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、

オ
ロ
チ
ョ
ン
及
び
山
靼
人
等
と
交
通
し
、
寛
政
以
後
直
接
和
人
の
支
配
を
受
け
、

明
治
八
年
領
土
交
換
の
後
は
露
國
の
管
轄
に
歸
し
、
日
露
戰
役
の
後
本
邦
に
復

歸
し
た
る
も
の
と
す
、
其
人
口
は
文
化
の
頃
約
二
千
八
百
餘
あ
り
し
も
、
今
は

半
減
し
て
一
千
四
百
餘
と
な
れ
り
、
此
ア
イ
ヌ
の
内
八
百
四
十
餘
名
は
、
明
治

八
年
宗
谷
に
移
り
、
翌
九
年
石
狩
國
に
移
住
せ
し
が
、
其
後
病
死
す
る
も
の
夥

し
く
、
又
た
私
に
樺
太
に
渡
航
せ
る
も
の
あ
り
て
、
現
今
石
狩
地
方
に
殘
る
も

の
僅
に
數
十
名
に
過
ぎ
ず
、
北
千
島
ア
イ
ヌ
は
千
島
列
島
中
得
撫
以
北
に
住
居

せ
し
も
の
に
し
て
、
南
は
本
島
ア
イ
ヌ
、
北
は
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
と
交
通
せ
し

も
、
甚
だ
不
便
の
地
に
あ
る
を
以
て
、
他
の
感
化
を
受
く
る
こ
と
最
も
遲
か
り

し
も
の
ゝ
如
く
、
露
人
の
始
め
て
其
地
に
至
り
し
は
正
徳
年
間
に
し
て
、
其
後

露
人
の
支
配
を
受
け
、
明
治
八
年
領
土
交
換
の
後
本
邦
の
民
と
な
り
、
明
治
十

七
年
南
千
島
な
る
色
丹
島
に
移
住
せ
り
、
其
人
口
は
延
享
四
年
占
守
幌
莚
島
に

（
他
島
の
分
は
詳
か
な
ら
す
）
二
百
五
十
三
名
あ
り
し
が
、
今
は
減
じ
て
六
十

七
名
と
な
れ
り
。

以
上
三
派
の
ア
イ
ヌ
間
に
は
體
格
、
口
碑
、
風
俗
等
に
多
少
の
差
異
あ
り
と
雖

も
、
其
同
種
族
た
る
は
一
般
に
認
め
ら
る
ゝ
所
に
し
て
、
之
に
異
論
を
唱
ふ
る

は
學
者
中
坪
井
博
士
一
人
の
み
と
云
ふ
も
可
な
り
、
坪
井
博
士
は
樺
太
ア
イ
ヌ

に
對
し
て
は
、
「
樺
太
ア
イ
ヌ
と
本
島
ア
イ
ヌ
と
は
、
全
く
同
種
と
思
は
れ
ず
、

夫
れ
故
一
方
の
事
實
を
他
の
事
實
に
當
て
嵌
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
」
と
斷
言

し
、
後
に
は
樺
太
ア
イ
ヌ
の
名
を
忌
み
て
樺
太
土
人
の
稱
を
用
ひ
ら
れ
し
が
、

昨
四
十
年
樺
太
巡
回
の
後
は
、
自
ら
其
非
を
曉
ら
れ
た
る
も
の
ゝ
如
し
、
北
千

島
ア
イ
ヌ
に
對
し
て
は
、
博
士
は
最
初
よ
り
之
を
度
外
に
置
き
、
北
千
島
土
人

と
云
ひ
て
北
千
島
ア
イ
ヌ
と
云
は
ず
、
全
く
之
を
別
人
種
と
見
做
さ
れ
た
り
、

然
れ
ど
も
今
日
斯
く
の
如
き
謬
見
を
有
す
る
は
、
學
者
中
唯
坪
井
博
士
一
人
の

み
な
れ
ば
、
今
之
を
駁
論
す
べ
き
價
値
を
有
せ
ず
、
要
す
る
に
此
三
派
の
ア
イ

ヌ
は
同
種
族
に
し
て
、
古
昔
分
離
し
其
後
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
體
格
風
俗
等

に
多
少
の
差
異
を
生
じ
た
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
關
す
る
諸
説

本
島
ア
イ
ヌ
に
一
の
奇
怪
な
る
傳
説
あ
り
、
其
大
要
を
言
は
ん
に
、
古
昔
此
地

に
體
躯
矮
小
な
る
人
種
（
稀
に
人
に
非
ず
と
云
ふ
者
あ
り
）
あ
り
、
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
又
ト
イ
チ
セ
ク
ル
と
云
ふ
、
其
他
ト
ン
チ
ン
ク
ル
、
ト
イ
チ
セ
コ
ッ
コ
ロ

カ
ム
イ
等
數
種
の
稱
あ
り
、
其
性
敏
捷
に
し
て
ア
イ
ヌ
と
交
易
せ
し
が
、
常
に

身
體
を
見
す
る
こ
と
を
嫌
へ
り
（
稀
に
裸
體
な
り
と
云
ふ
者
あ
り
）
或
る
時
ア

イ
ヌ
が
暴
力
を
以
て
、
其
一
女
子
を
捕
へ
見
し
に
、
口
の
周
圍
と
手
と
に
入
墨

あ
り
、
是
よ
り
此
矮
小
人
種
は
他
に
行
き
て
復
た
其
蹤
跡
を
知
ら
ず
、
今
日
殘
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存
す
る
竪
穴
、
石
器
、
土
器
は
此
人
種
の
使
用
せ
し
も
の
に
し
て
、
ア
イ
ヌ
の

使
用
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
の
入
墨
も
亦
彼
に
模
倣
せ
る
も
の
な
り
と
、

樺
太
ア
イ
ヌ
の
語
る
所
亦
大
略
之
に
同
じ
、
唯
其
異
る
所
は
、
此
人
種
を
呼
ぶ

に
、
一
般
に
ト
ン
チ
の
名
を
以
て
す
る
事
、
及
び
該
ア
イ
ヌ
自
身
も
亦
竪
穴
に

住
居
せ
し
事
な
り
、
北
千
島
ア
イ
ヌ
に
は
絶
え
て
此
傳
説
な
く
、
其
祖
先
竪
穴

石
器
土
器
を
使
用
せ
り
と
言
ふ
の
み
な
ら
ず
、
今
も
亦
竪
穴
を
造
り
住
居
し
つ
ゝ

あ
り
。

右
の
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
關
す
る
傳
説
は
、
本
邦
人
類
學
上
の
一
大
疑
問
を
惹
起

し
、
之
に
關
し
て
種
々
の
議
論
あ
り
、
未
だ
其
決
着
を
見
る
こ
と
能
は
ず
、
其

説
く
所
人
に
よ
り
て
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
今
諸
學
者
の
見
解
を
大
別
す
れ
ば
、

大
凡
左
の
四
種
と
な
る
べ
し
。

　
第
一
説
　
ア
イ
ヌ
の
傳
説
を
殆
ど
全
く
信
用
す
る
も
の
に
し
て
、
坪
井
博
士

　
　
は
其
主
領
た
る
の
み
な
ら
ず
、
博
士
は
更
に
敷
衍
し
て
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

　
　
は
日
本
本
州
四
國
九
州
迄
蔓
延
し
た
る
も
の
と
な
せ
り
、
此
説
は
流
石
人

　
　
類
學
の
大
家
た
る
坪
井
博
士
の
主
張
す
る
所
な
れ
ば
、
最
も
廣
く
世
間
に

　
　
信
用
せ
ら
れ
居
れ
り
。

　
第
二
説
　
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
を
以
て
、
北
千
島
ア
イ
ヌ
と
な
す
も
の
に
し
て
、

　
　
此
説
は
源
を
ミ
ル
ン
氏
に
發
し
、
鳥
居
龍
藏
氏
の
千
島
調
査
に
よ
り
て
、

　
　
稍
々
賛
成
者
を
増
加
せ
り
。

　
第
三
説
　
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
を
否
認
し
、
ア
イ
ヌ
を
以
て
竪
穴
石
器
土
器
を
使

　
　
用
せ
り
と
な
す
も
の
に
し
て
、
松
浦
竹
四
郎
、
小
金
井
博
士
、
ジ
ヨ
ン
、

　
　
バ
チ
エ
ラ
ー
氏
其
他
意
を
用
ひ
て
研
究
せ
る
人
多
く
之
に
屬
す
。

　
第
四
説
　
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
を
以
て
、
不
明
の
問
題
と
な
し
、
解
決
覺
束
な
し

　
　
と
な
す
も
の
に
し
て
、
此
類
の
學
者
亦
少
な
か
ら
ず
。

以
上
四
説
の
内
、
第
一
説
と
第
三
説
と
は
全
く
相
反
對
す
る
も
の
な
り
、
第
二

説
は
北
千
島
ア
イ
ヌ
は
竪
穴
石
器
土
器
を
使
用
せ
る
こ
と
明
か
な
る
も
、
本
島

ア
イ
ヌ
は
之
を
使
用
せ
り
と
の
證
據
を
得
る
能
は
ざ
る
よ
り
起
り
し
も
の
な
り
、

第
四
説
は
從
來
の
研
究
材
料
に
て
は
、
解
決
覺
束
な
し
と
な
す
も
の
な
り
。

予
は
初
め
坪
井
博
士
の
著
述
を
讀
み
て
漠
然
第
一
説
を
信
じ
た
り
し
が
、
北
海

道
に
來
り
研
究
の
後
其
非
を
曉
り
て
、
第
三
説
に
轉
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
其

研
究
の
結
果
は
明
に
此
問
題
を
解
決
し
得
べ
し
と
信
じ
、
之
と
同
時
に
坪
井
博

士
等
の
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
説
が
、
世
人
を
迷
は
し
つ
ゝ
あ
る
を
憂
ひ
、
之
が
駁
論

を
試
む
る
も
の
な
り
、
今
議
論
の
順
序
と
し
て
、
三
派
の
ア
イ
ヌ
皆
竪
穴
に
住

し
、
石
器
土
器
を
使
用
し
た
る
こ
と
を
陳
べ
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
誤
謬
を
論
じ
、

其
傳
説
の
小
説
た
る
こ
と
を
説
か
ん
と
欲
す
、
而
し
て
其
材
料
は
主
も
に
世
人

に
耳
新
し
か
ら
ん
と
思
ふ
も
の
を
採
り
、
先
輩
同
論
者
の
縷
述
せ
し
所
は
、
成

る
べ
く
之
を
避
け
ん
と
欲
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
三
派
の
ア
イ
ヌ
皆
竪
穴
に
住
せ
り

竪
穴
は
奧
羽
地
方
の
北
部
よ
り
、
津
輕
海
峽
以
北
の
各
地
に
存
在
す
る
も
の
に

し
て
、
其
穴
の
状
態
は
各
地
と
も
大
要
一
致
せ
り
、
而
し
て
樺
太
ア
イ
ヌ
、
北

千
島
ア
イ
ヌ
が
竪
穴
に
住
し
た
る
事
、
若
し
く
は
現
に
住
し
つ
ゝ
あ
る
事
に
就

て
は
、
何
人
も
異
論
な
し
と
雖
も
、
本
島
ア
イ
ヌ
が
之
に
住
し
た
る
や
否
や
に

就
て
は
、
議
論
未
だ
決
定
せ
ず
、
盖
し
此
議
論
に
は
、
竪
穴
に
住
し
た
り
と
信

ず
る
人
よ
り
其
證
據
を
提
出
す
べ
き
筈
な
る
に
、
其
材
料
不
足
に
し
て
多
く
は

想
像
上
よ
り
立
論
し
た
れ
ば
、
反
對
論
者
を
承
服
せ
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
り
し

な
り
、
然
れ
ど
も
予
輩
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
此
證
據
は
舊
記
の
上
に
於
て
も
、

將
た
又
遺
跡
遺
物
の
上
に
於
て
も
、
之
を
擧
ぐ
る
に
難
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

記
録
中
に
於
け
る
好
材
料
は
、
天
野
信
景
著
す
所
の
翁
草
な
り
、
同
書
に
吉
十
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郎
外
八
人
の
舟
子
が
、
伊
豆
附
近
に
て
難
風
に
逢
ひ
、
蝦
夷
地
に
至
り
し
漂
流

船
書
上
の
寫
を
載
せ
た
る
が
、
之
に
據
れ
ば
彼
等
は
、
十
勝
國
の
海
岸
に
漂
着

し
竪
穴
居
住
民
に
救
は
れ
た
る
も
の
な
り
、
今
該
書
上
の
要
部
を
左
に
記
せ
ん
。

　　
五
月
二
十
日
島
の
樣
な
る
所
居
相
見
え
申
候
に
付
力
を
得
、
傳
馬
船
を
下
し
、

　
上
り
可
申
と
存
候
得
共
、
大
分
の
荒
磯
に
て
、
舟
に
て
は
上
り
申
事
中
々
難

　
叶
候
故
如
何
可
仕
と
存
居
候
處
、
七
尺
許
の
者
一
人
參
り
、
何
と
や
ら
ん
申

　
候
得
共
、
一
圓
通
し
不
申
候
故
、
此
方
よ
り
助
く
れ
候
樣
に
と
相
頼
候
得
と

　
も
、
是
も
通
し
不
申
候
に
付
、
手
を
合
せ
禮
を
致
し
候
得
は
、
彼
者
も
手
を

　
合
せ
禮
を
致
し
候
て
、
私
共
手
を
引
山
の
奧
へ
連
參
り
申
候
、
十
四
五
町
許

　
參
り
候
得
ば
、
穴

を

掘

り

、
上

を

木

の

皮

な

ど

に

て

か

こ

ひ

申

候

家

段



御

　
座

候

、
何

れ

も

疊

五

六

疊

も

敷

可

申

體

に

相

見

え

申

候

、
内
よ
り
右
の
族
の

　
者
、
段
々
出
合
引
入
の
候
、
五
穀
の
類
は
一
切
無
御
座
、
オ
ツ
ト
セ
生
鮭
生

　
鯨
猪
熊
な
ど
煮
燒
不
仕
候
て
生
に
て
く
れ
、
十
二
三
日
の
程
身
命
を
つ
な
ぎ

　
居
申
候
、
逗
留
仕
候
内
見
申
候
得
は
、
右
の
者
木
の
弓
を
以
て
、
魚
獸
を
取

　
申
候
此
處
奧
蝦
夷
ト
カ
チ
と
申
處
の
由
に
御
座
候
。

　右
は
蓋
し
亨
保
六
年
（
西
暦
一
七
二
一
年
）
の
事
に
係
り
、
其
地
は
今
の
十
勝

國
廣
尾
郡
の
西
部
に
屬
す
る
も
の
と
す
、
尚
ほ
此
漂
流
民
は
之
よ
り
送
ら
れ
て
、

今
の
日
高
膽
振
を
經
て
、
松
前
に
至
り
、
町
奉
行
高
橋
淺
右
衞
門
の
取
扱
を
受

け
た
る
が
、
該
書
上
に
は
十
勝
の
外
穴
居
の
事
を
記
せ
ず
、
さ
れ
ば
當
時
本
島

ア
イ
ヌ
は
、
一
般
に
穴
居
せ
ざ
る
も
、
奧
地
に
至
り
て
は
尚
ほ
稀
に
竪
穴
に
住

し
た
る
も
の
あ
り
し
を
知
る
を
得
べ
し
、
今
を
距
る
二
百
年
に
足
ら
ざ
る
時
代

に
於
て
、
北
海
道
本
島
に
穴
居
す
る
者
あ
り
し
は
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
論
者
の
實

に
意
外
と
す
る
所
な
ら
ん
。

遺
物
上
よ
り
本
島
に
あ
る
竪
穴
の
餘
り
古
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
説
き
た

る
論
者
少
な
か
ら
ず
、
是
れ
竪
穴
中
よ
り
間
々
鐵
器
、
及
び
ア
イ
ヌ
の
使
用
す

る
植
物
性
の
物
を
出
す
こ
と
あ
る
を
以
て
な
り
、
而
し
て
世
人
の
未
だ
多
く
知

ら
ざ
る
發
見
は
、
石
製
烟
管
の
竪
穴
中
よ
り
出
た
る
こ
と
ゝ
な
す
、
此
發
見
は

北
海
道
廳
屬
井
口
亢
一
郎
氏
（
今
御
料
局
在
勤
）
に
し
て
、
氏
は
明
治
三
十
二

年
北
見
國
常
呂
郡
常
呂
村
下
常
呂
原
野
に
於
て
、
一
個
の
竪
穴
を
掘
り
て
石
製

紡
※
車
と
共
に
之
を
得
た
り
、
人
或
は
此
石
製
烟
管
は
穴
居
人
の
使
用
せ
し
も

の
に
あ
ら
ず
、
後
に
穴
中
に
紛
れ
入
り
し
も
の
な
ら
ん
と
疑
ふ
や
も
知
る
べ
か

ら
ず
と
雖
も
、
此
石
製
烟
管
と
共
に
出
た
る
紡
※
車
と
同
樣
の
紡
※
車
が
、
他

の
竪
穴
よ
り
出
で
た
る
事
實
な
れ
ば
、
此
等
は
正
に
穴
居
人
の
使
用
し
た
る
も

の
と
斷
定
す
る
を
得
べ
し
、
扨
て
烟
草
の
本
邦
に
入
り
た
る
は
天
文
以
後
の
事

に
し
て
、
其
の
後
漸
次
諸
方
に
廣
ま
り
、
慶
長
十
年
（
西
暦
一
六
〇
五
年
）
に

は
奧
州
ま
で
流
布
す
る
に
至
り
し
と
云
へ
ば
、
其
蝦
夷
地
ま
で
流
布
す
る
に
至

り
し
は
、
凡
そ
今
を
距
る
三
百
年
以
後
と
推
察
し
て
可
な
ら
ん
、
而
し
て
此
の

石
製
烟
管
の
ア
イ
ヌ
の
使
用
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
安
政
年
間
に
於
け
る

松
浦
竹
四
郎
氏
の
日
誌
を
見
て
之
を
知
る
を
得
べ
し
、
同
氏
の
東
蝦
夷
日
誌
に

曰
く
、

　　
シ
カ
リ
ベ
ツ
ブ
ト
（
十
勝
國
十
勝
川
左
岸
）
人
家
四
軒
上
陸
し
て
、
し
ば
し

　
過
ぎ
廣
野
に
出
つ
、
此
處
に
當
午
年
九
十
九
歳
に
成
り
し
シ
ユ
ツ
コ
ハ
婆
と

　
云
ふ
も
の
あ
る
が
故
、
訪
ひ
い
ろ
〳
〵
故
事
を
聞
し
が
、
文
化
度
亂
の
話
等

　
を
も
し
て
別
に
臨
て
、
岩
烟
管
（
シ
ユ
マ
キ
セ
ル
）
を
一
本
呉
れ
て
云
へ
る

　
は
、
我
等
若
き
時
は
皆
此
キ
セ
ル
又
は
木
も
て
作
り
て
呑
し
か
、
近
頃
の
土

　
人
は
金
の
烟
管
で
煙
草
を
呑
み
、
米
に
て
釀
る
酒
を
呑
て
、
木
綿
も
て
縫
し

　
衣
服
を
着
る
、
如
此
に
隨
て
日
増
に
土
人
の
風
俗
も
な
く
な
り
ぬ
と
笑
ひ
た
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り
。

　同
氏
の
十
勝
日
誌
に
掲
げ
た
る
古
器
物
の
圖
觸
に
曰
く
、

　
石
烟
管
　
　
是
は
今
に
て
も
山
中
に
て
は
用
ゆ
北
蝦
夷
（
樺
太
）
の
東
岸
に

て
は
、
胡
女
共
總
て
之
を
用
ゆ
。

是
に
由
て
之
を
觀
れ
ば
石
烟
管
は
、
本
島
ア
イ
ヌ
並
に
樺
太
ア
イ
ヌ
の
使
用
し

た
る
も
の
な
り
、
其
他
本
島
の
竪
穴
中
よ
り
現
今
ア
イ
ヌ
の
使
用
す
る
器
物
と

同
樣
の
器
物
等
を
間
々
出
せ
し
事
實
に
あ
れ
ば
、
本
島
ア
イ
ヌ
は
、
曾
て
竪
穴

に
住
し
た
り
と
推
定
し
得
べ
き
な
り
。

次
に
有
力
な
る
證
據
は
、
竪
穴
と
チ
ャ
シ
と
の
關
係
な
り
、
チ
ャ
シ
と
は
蝦
夷

の
砦
に
し
て
、
奧
羽
地
方
の
北
部
、
北
海
道
本
島
の
各
地
、
千
島
列
島
の
大
部

分
に
存
在
し
、
又
近
時
樺
太
廳
員
小
笠
原
鍵
氏
の
書
信
に
よ
れ
ば
、
同
島
大
泊

其
他
ア
ニ
ワ
灣
沿
岸
に
於
て
、
既
に
十
餘
の
チ
ヤ
シ
を
發
見
し
た
り
と
云
ふ
、

此
チ
ャ
シ
に
關
す
る
些
少
の
記
事
は
諸
書
に
散
見
す
と
雖
も
、
廣
く
亘
り
て
稍

々
詳
細
に
研
究
し
た
る
は
、
予
を
以
て
嚆
矢
と
す
、
其
論
文
は
載
せ
て
札
幌
博

物
學
會
會
報
第
一
卷
第
一
號
に
あ
り
、
又
地
學
雜
誌
第
二
百
十
二
號
、
第
二
百

十
三
號
に
轉
載
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
茲
に
詳
説
せ
ず
と
雖
も
、
其
大
要
を
云
へ
ば
、

此
砦
は
丘
岬
若
く
は
丘
頂
に
之
を
搆
へ
、
其
形
は
橢
圓
形
其
他
種
々
あ
り
、
其

周
圍
普
通
二
三
十
間
乃
至
七
八
十
間
に
し
て
、
周
圍
の
全
部
若
く
は
一
部
に
概

ね
空
濠
を
繞
ら
せ
り
、
チ
ャ
シ
の
數
は
本
島
に
於
て
發
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
ゝ

み
に
て
も
、
既
に
九
十
有
餘
の
多
き
に
達
し
、
其
内
に
は
チ
ャ
シ
の
内
部
又
は

附
近
に
竪
穴
あ
り
て
、
兩
者
の
間
に
密
接
の
關
係
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
少
な

か
ら
ず
、
以
て
或
る
時
代
に
於
け
る
或
る
人
種
は
、
チ
ャ
シ
を
も
造
り
、
竪
穴

を
も
造
り
た
る
こ
と
を
證
せ
り
、
而
し
て
此
チ
ャ
シ
の
主
人
公
は
如
何
な
る
人

な
る
や
、
之
を
ア
イ
ヌ
に
問
へ
ば
、
或
は
知
ら
ず
と
答
へ
、
或
は
自
己
の
祖
先

な
り
と
答
へ
、
或
は
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
な
り
と
答
へ
、
一
定
せ
ず
と
雖
も
、
之
を

舊
記
に
徴
す
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
の
使
用
し
た
る
も
の
た
る
こ
と
甚
だ
明
瞭
な
り
、

寛
文
九
年
（
西
暦
一
六
六
九
年
）
今
の
日
高
國
染

退







の
酋
長
シ
ャ
グ
シ
ャ
イ

ン
の
亂
を
記
せ
る
書
類
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
砦
に
據
り
し
事
を
記
し
、
殊
に
津
輕

一
統
志
の
該
記
事
中
に
は
、
チ
ャ
シ
の
砦
な
る
事
を
記
せ
り
、
降
て
天
明
元
年

（
西
暦
一
七
八
一
年
）
松
前
廣
長
の
著
は
せ
る
松
前
志
に
曰
く
、

　　
夷
方
に
て
不
義
を
な
し
、
或
は
罪
あ
る
も
の
に
は
、
寳
物
を
出
さ
す
る
を
法

　
と
す
、
是
を
ツ
ク
ナ
イ
と
云
ふ
、
法
に
背
き
て
財
を
出
さ
ゞ
れ
ば
鬪
爭
に
及

　
ぶ
、
其
時
は
毒
箭
を
放
ち
、
鎗
を
横
た
へ
、
戰
を
な
す
な
り
、
故
に
大
邑
の

　
酋
豪
た
る
も
の
は
、
必
ず
一
廓
の
高
山
を
チ
ヤ
シ
と
名
づ
け
て
此
に
據
る
な

　
り
。

　又
天
明
四
年
（
西
暦
一
七
七
四
年
）
立
松
東
作
の
著
は
せ
る
東
遊
記
に
曰
く
、

　　
名
は
忘
れ
た
れ
ど
も
、
東
蝦
夷
に
大
な
る
チ
ヤ
シ
を
持
て
る
者
あ
り
、
四
方

　
險
阻
に
し
て
藤
綱
に
す
が
り
て
出
入
す
、
（
中
略
）
チ
ヤ
シ
と
は
、
蝦
夷
の

　
居
所
城
壘
の
如
き
も
の
を
云
ふ
。

　又
渡
島
筆
記
（
著
述
年
代
不
詳
）
と
云
へ
る
書
に
曰
く
、

　　
チ
ヤ
シ
と
云
ふ
は
城
の
こ
と
に
て
、
要
害
に
よ
り
て
作
り
、
櫓
を
か
き
あ
げ

　
中
よ
り
毒
矢
を
射
出
す
。

　此
等
の
記
載
に
據
れ
ば
、
チ
ャ
シ
は
ア
イ
ヌ
の
使
用
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
明
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か
な
る
の
み
な
ら
ず
、
今
よ
り
約
百
二
十
年
前
迄
は
本
島
の
奧
地
に
は
、
尚
ほ

チ
ャ
シ
に
據
り
た
る
ア
イ
ヌ
あ
り
し
こ
と
を
知
る
を
得
べ
し
、
而
し
て
チ
ャ
シ

が
ア
イ
ヌ
の
も
の
と
決
定
す
る
上
は
、
之
と
密
接
の
關
係
あ
る
竪
穴
も
亦
ア
イ

ヌ
の
使
用
せ
る
も
の
と
決
定
し
得
べ
き
は
當
然
の
事
な
る
可
し
、
茲
に
注
意
す

べ
き
は
、
チ
ャ
シ
と
竪
穴
と
は
、
其
使
用
の
目
的
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
兩
者
の

使
用
年
代
に
往
々
一
致
せ
ざ
る
點
あ
る
事
是
な
り
、
今
其
使
用
の
終
り
に
就
て

言
へ
ば
、
本
島
全
部
の
上
に
於
て
、
チ
ャ
シ
を
全
く
廢
し
た
る
は
竪
穴
を
全
く

廢
し
た
る
よ
り
も
、
數
十
年
の
後
に
あ
る
も
の
と
す
、
是
れ
本
島
ア
イ
ヌ
が
竪

穴
に
關
し
て
は
、
既
に
忘
却
し
て
之
を
悉
く
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
歸
す
る
に
拘
は

ら
ず
、
チ
ャ
シ
に
關
し
て
は
、
之
を
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
歸
す
る
も
の
あ
る
と
共

に
、
又
明
に
自
己
の
祖
先
の
造
り
た
る
も
の
な
り
と
言
ひ
傳
ふ
る
者
あ
る
所
以

な
ら
ん
。

以
上
陳
る
所
の
如
く
本
島
ア
イ
ヌ
が
、
樺
太
北
千
島
の
兩
ア
イ
ヌ
と
同
じ
く
、

曾
て
竪
穴
に
住
し
た
る
事
明
瞭
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
之
を
使
用
せ
し
最
終
の

年
代
迄
も
畧
ぼ
之
を
知
り
得
た
る
は
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
論
に
對
す
る
一
大
打
撃

た
り
、
坪
井
博
士
其
他
反
對
論
者
は
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
は
本
島
ア
イ
ヌ
に
追
は

れ
て
千
島
方
面
に
向
て
逃
れ
し
と
云
ひ
、
或
は
千
島
方
面
並
に
樺
太
方
面
に
遁

れ
し
と
云
ふ
と
雖
も
、
今
を
距
る
二
百
年
前
後
迄
、
本
島
に
居
住
し
た
る
コ
ロ

ポ
ッ
ル
ク
が
、
眞
に
北
方
に
遁
れ
た
ら
ん
に
は
、
多
く
の
年
代
を
經
ざ
る
今
日

其
事
跡
に
就
き
、
多
少
得
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
然
る
に
千
島
方
面
に
於
て

は
、
明
治
三
十
二
年
鳥
居
龍
藏
氏
、
同
三
十
三
年
予
輩
の
巡
回
調
査
せ
る
所
に

よ
れ
ば
、
毫
も
斯
か
る
證
據
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
、
北
千
島

ア
イ
ヌ
は
、
古
來
北
千
島
に
居
住
せ
り
と
語
り
居
れ
り
、
又
露
人
の
始
め
て
北

千
島
に
着
手
せ
し
は
、
正
徳
元
年
（
西
暦
一
七
一
一
年
）
以
來
に
し
て
、
其
頃

數
多
の
北
千
島
ア
イ
ヌ
居
住
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
北
海
道
本
道
の
一
部
に
は
、

享
保
六
年
（
西
暦
一
七
二
一
年
）
尚
ほ
穴
居
人
、
即
ち
反
對
論
者
の
所
謂
コ
ロ

ポ
ッ
ク
ル
な
る
も
の
住
居
せ
り
、
如
何
に
考
ふ
る
も
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
が
、
本
島

ア
イ
ヌ
に
追
は
れ
て
北
千
島
に
遁
れ
、
若
く
は
北
千
島
を
越
え
て
尚
ほ
北
方
に

逃
れ
し
と
は
信
ず
る
能
は
ざ
る
な
り
、
又
樺
太
に
は
古
昔
よ
り
樺
太
ア
イ
ヌ
居

住
し
、
文
明
十
七
年
（
西
暦
一
四
八
五
年
）
其
一
酋
長
今
の
渡
島
國
上
ノ
國
村

に
來
り
、
松
前
氏
の
始
祖
武
田
信
廣
に
支
那
の
瓦
硯
を
献
じ
た
る
こ
と
あ
り
、

其
瓦
硯
は
、
永
く
國
家
に
傳
へ
て
寳
物
の
一
と
な
れ
り
、
降
て
寛
永
の
頃
及
び

寳
暦
元
年
松
前
氏
よ
り
、
家
臣
を
同
島
に
遣
は
し
た
る
こ
と
あ
り
、
而
し
て
樺

太
ア
イ
ヌ
が
宗
谷
海
峽
を
渡
り
て
、
本
島
ア
イ
ヌ
と
互
に
交
通
せ
し
は
、
久
し

き
事
に
し
て
、
樺
太
状
況
の
大
概
は
聞
き
取
り
て
松
前
に
知
ら
れ
居
り
し
が
、

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
如
き
奇
怪
人
種
の
存
在
に
就
て
は
、
毫
も
傳
ふ
る
所
な
し
、

是
れ
亦
如
何
に
考
ふ
る
も
、
今
を
距
る
二
百
年
前
後
迄
本
島
に
住
し
た
る
コ
ロ

ポ
ッ
ル
が
、
樺
太
に
遁
れ
更
ら
に
樺
太
ア
イ
ヌ
に
追
は
れ
た
り
と
は
信
ず
る
こ

と
能
は
ざ
る
な
り
、
想
ふ
に
樺
太
北
千
島
の
兩
ア
イ
ヌ
は
共
に
古
く
本
島
ア
イ

ヌ
と
分
離
し
、
各
其
地
に
住
居
す
る
も
の
に
し
て
、
反
對
論
者
の
所
謂
コ
ロ
ポ

ッ
ク
ル
、
即
ち
、
本
島
穴
居
人
は
、
此
處
に
、
其
遁
路
を
見
出
す
能
は
ざ
る
も

の
な
り
、
換
言
す
れ
ば
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
は
實
在
せ
る
人
種
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
の

外
な
か
る
べ
し
。
（
未
完
）
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史
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史
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